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〒335-0021埼玉県戸田市大字新曽1707番地

http :/ /www.c ity.toda.saitamajp/ sosh iki/ 3 7 7/

戸田市立郷土博物館
TEL.048-443-5600 FAX.048-442-8988

E-maiI:hakubutu@city.toda.saitama.jp
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が し や しんでんぐち

戸田市内には、鍛冶谷・新田口遺跡(埼玉県重要遺跡)を代表とする荒川低地に暮らした弥生時代

以降の人々の特徴的な生活跡が広がっています。

その中でも南原遺跡は、昭和44年(1969)以降度々発掘調査が行われてきました。
きんさくめいてっけん さきたま いな つ やま

近年の調査で出土した馬形埴輪や人物埴輪は、金錯銘鉄剣が発見された行田市埼玉古墳群稲荷山古

墳と同時期の5世紀後半に製作されたものです。これは県内でも珍しい発見で、ここから埼玉古墳群

と南原古墳群との関連性が伺えます。

本展覧会では、古墳時代の人々の暮らし、各地との交流について、埴輪の流通や表現などから考察

します。 艷
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女子埴輪

第1章/発掘調査の歩み

第2章/古墳と埴輪

第3章/埴輪のふるさと

第4章/南原の埴輪が語るもの

男子埴輪
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人面付円筒埴輪
(足利市教育委員会蔵)

講演会「南原古墳群出土埴輪と戸田市の古墳時代」【市民大学認定講座】

〈講師〉埼玉県立文書館 若松良一氏

・日 程:7月24日(日)14:00～16:00

・会 場:2階視聴覚室 ・対 象:一般

・定 員:50名 ・参加費:無料(事前申込み)

・申込み:7月8日(金)10:00～ 電話又は1階事務室にて受付

体験講座「はにわをつくろう」

・日 程:8月5日(金)13:30～16:00

・会 場:3階講座室 ・対 象:小学4年生～中学生

・定員:16名 ・参加費:400円(事前申込み)

・申込み:7月18日(月・祝)9:30～

1階事務室にて受付(7月19日以降は電話確認可能)
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男子埴輪
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円筒埴輪
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馬形埴輪
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図書館・郷土博物館
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新菅北小

♀2"1-71--1,―17号バイパス

消防本部

新普福祉センター
新宿1

JR埼京線戸田駅下車西口より徒歩10分

Q,ふ田市立郷土博物準 〒335-0021埼玉県戸田市大字新曽1707番地

Tel.048-443-5600 Fax,048-442-8988

E-maiI:hakubutu@city.toda.saitama.jp URL:http :/ /www.city.toda.saita ma.jp/soshiki/3 77/
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